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回受ける. 5成 6か)Jに述するま

で受けられるが、 4歳までに終 f

することが約ましい

・f!臼来阪、州院で般凋Iを。緩やfillは
医師とご+If泌を

・保険証、 l手子世1!1，U手帳を持毛主

月カレンダー

健康メモ

平成5年 4月 15日〈フ〉

虫歯予防鎗怠
-対象 5 J~ 叶 3 に 8 か月から 1 t携に

なる乳幼児のお付さん

・ ロl待 5月 12FJ 午前101l.'j-I1lfS

・会場平塚保健所

・母子館以予帳、1liJ己JlJJ.!，を持参

製綿奥歯積悶箆
-対長良 2政 6かJ-Jまでの乳幼児

.相談(:j 5月 10日、 17U
・時間午前91時-10時

・申し込み 1U~孟で平塚保健所へ

ゅ.~マ包色ヲタ
-対象 3かJJ以上 4成未満の乳幼

児。 6泊nu以上の間隔で 21"1受け

る

・受付Ih'jf1lJ 午後 l時30分-:lll与

※白Jの会場は午後 21時- 311阜

【5月】

11目※城山公民館、東湘I判広島協_i:沢

文所

花ぷ公民館、金目公民館

大紳公民館、中原公民館

制祉会館、※湘l南段協牧口1支

rif白r

18日援金 IR公氏自也、援湘r旬以協間的

支所

旭耐公民館、神田公民ft'i{

ar.i幻公民館、大野公!.-.!ftW
保純センター

12日
13日
14日

19日

20日

28口

国第 l期 M~は 3 か月以上 4 成米

t怖の乳幼児。 3週間から 8迎 nuの

間隔で3色j受ける

・第 2期第 1lttJの 3回 目の俊樹円

から 1年以 上 1年 6か月以内に 1

赤ちゃんのおふろ{笑習)

お父さんもと参加を

コr .~ 
・会場保健センター

・@子健康手帳、官官己用具(全臼程

共i通〉、スラックス(10日と24日)、

手ふきタオル(l7i1と28日)、エプ

ロン ・三角布(17円)、ハブラシ・

コップ (1011) を持参

5 JJ 17日午前10時30分~午後 211与
妊娠中と産後の栄主主(調理実智}

5 FJ21A 午後 1H;'j30分- 4時 ; 

赤ちゃんの育て)j

・後期(妊娠 8かJJ以降のカ}

5 月 24日午後 II~no分- 4 時

お)llfの進み方とl1!.後の過ごしプJ

5 J]28日 午後 1時30分- 4時

r~毒薬童ふ~~金ちゃん現幼~I倒鼠翻濁

-""-.. 
募集:> ~応募〉はがきに赤ちゃんの名抗生年)]日と同税

の住所、氏名、生年n円 、 包 括 詩 句 、 職主総をのいて

お出し下さい。対象は 1歳 未 満 の 赤 ち ゃ ん で す 。 応 放 さ れ た は が き

は、毎月20日 (20日消印まで}に締め切り、抽選で赤ちゃんを鐙月の

広報紙に掲織します。なお掲載した2かちゃんには、記念写主主と広報紙

1 0自~Iを玉乏しあげます。<今月の応募者は37人でした〉

.i送り先 干捌平塚市浅間町 9ー 1 平縁市広報広聴必亦ちゃんのス

テー ジ 係

::~♂主民~~す主民主主~::::."!-~.~ ~ 
~~i~~1、芳子刻議安泰議室 L
E ;.}:'~'. :' ~'!，": ，:弓早_.二%・2訂品ー"'-;;;-.:s.J .~":市以 l 

会平塚市虹ケ浜3ー 16 神奈川折込 ' 

広告株式会社にお勤めの仲野聡さん

(35歳)と由美さん (30成)の双子

のお子さん。平成 4年 5月23日生ま

れ。鈴立ちゃん ( 長 女 ) は 身 長60
cm、7.5kgで、沙弥立ちゃんは女〉

は身長60cm、体重8.5kg。

駿祐おにいちゃん(4成}のおも

ちゃで遊ぶのが大好き。優しいおに

いちゃんは何でも貸してくれる。友

の挙節のように、明るく、ほがらか

に育ってほしいとママ。

@保健センタ- : ~切

中里34-17 包括ω-0311 i Cヌの 予防接種 5
駅前パスターミナル 5諮線 中型 : ~ピペ ':'J '"'〆 ... .......o 
経由日向l凋行または諏訪問T経由市 . -.、..-;l.r:芳h
民病院行「医療センター前」下車 : CJ r..'~'::r"\' 1 

-1.'::.:-:白川::.\~@平塚保健所 : ¥::::::.:.::::;.;シラ菌、

笠 原町 6 21 包括32-0130 : t烹旬申甥忌0( J ().. 
駅前パスターミナル 2番線衆野: ミ¥八 一ノ'-"
駅 行 「追 分」下車 :事 『、J

.受付午後 i時- 2時 :ー
・会場保健センター : '1 
・母子健康手帳、 主任宮己用具、協ブラ

シ(1成 6か月児のみ)を持容 : 

【3カ、月Ye】
• 5月19日 5年 1月 1日-15臼生 :

・5月初日 5年 1月 16日-31回生

【1歳 6か月!尼】

• 5月11日 3年 11月 1日-10日生:

・5月 18日 3年 11月 11臼-20自主主 : 

・5月25臼 3年 11月21日-30円生:

【3歳 児】

• 5月 6日 2年 3月 1目-10日生:

・5月初日 2年 3月11日-20日生

• 5月27臼 2年 3月21日-31円生

~ 
・対象 百円せきの予 防接磁を受り:l 

る必裂のない乳幼児 占

. m 1 JUI 3か月以上 6歳未満の乳 一

幼児。 3週間から 8週間のi:JJ隔で i
3回受ける

. zむ2Wl ;U 1 J腕の 3倒臼の桜純H

から l年以と l年 6か月以内に l
回受げる

聞接;fffi方法 市民病院 .:Jt~守病院の

みで年聞を通じて接績で言きる。接 :

糧自は医師とご相談を
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実施日 9 : 30~11 : 30 13 : 30~15 : 00 

4 J=j 15日(木) 大 神 公民館 松風公園

16日(金) 八 幡 公民館 吉沢公民館

19日(月) 叢平公園 真 悶神社

20日(火) 横内公民館 横内公民館

21臼(水) 大 野 公民館 大野公民館

話通 事、欝言発言ii?5い2ifi号宍干王警は 宮ブ 欝計よ五t

人
22日(木) 盟 国 公民館 四十瀬川公闘 間
23日(金) 須 賀 公民館 岡崎公民館

4 喜喜 き 謹 君主 4つ;をi 健 審守 4
ド

26日(月) 田村宮前公園 土屋スポーツ広場

27日(火) 金 目 公民館 金目公民館
習月 の 3ゐ2 精懇民 ずれ首、営日一 て見 康 3占2芸先ぴ誌分3 首月 ‘ソ

28日(水) 月見公園 徳、延神社 互量?筒 検 = 32主主心主 相 = 五 ク
霊日会Yδ)覆平 ケ1 時1 、 震の 圭肌， O)平覆 ) 

301J (金) 桃浜公園 見附台公園 Z 差

前 ・ 三 クマ含千マ 2 ※・・ マ用ク防
9 受ー 科申めニ検時時女男検を検と市

性診疾老柔弱平

-料金無料

・保険，征、母子健康手械を持参

@01!~01!訟怠
-前期 ( 妊 娠6か月までの方)

5月IOrI 午後 1時 30分 - 4時

飽の衛生、妊婦体傑

狂犬病予防注射日程
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だ
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綴
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ベ
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も
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の
で
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A
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B
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、
双
子
用
)
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ベ
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狂
犬
病
の
予
防
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射

午
前
9
時
1
M
時

-
妊
婦
の
方

泊
分-m歳

未
満
の
男
女
の
方

1
時
1
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却
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マ
会
場
平
塚
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健
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マ
内
容
検
惨
と
歯
み
が
き
練
習

マ
母
子
健
康
手
帳
(
妊
姉
の
方
)
、

普
段
使
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し
て
い
る
歯
ブ
ラ
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を
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参

マ
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塚
保
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(
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約
制

消
費
生
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学
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会

契
約
を
テ
1
マ
と
し
た
消
費
生

活
学
習
会
が
聞
か
れ
る
。

マ
臼
程
、
内
容
等

・
5
月
初
日
(
水
)
夫
蝿
親

子
の
契
約

-
5
月
白
日
(
月
)
あ
な
た
を

狙
う
悪
質
商
法

-
6
月
7
日
(
月
)
カ
1
ド
で

泣
か
な
い
話

※
時
間
午
前
日
時
1
ロ
時

マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ

芸
2

会
警

マ
購
師
弁
護
士

ん

安
彦
和
子
さ

市
と
保
健
所
で
は
、
生
後
九
十

一
日
以
上
の
飼
い
犬
の
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
を
行
う
。
個
人
通

知
は
し
な
い
の
で
忘
れ
ず
に
実
施

を
。
(
実
施
日
は
よ
茨
)

料
金
は
登
録
料
、
注
射
料
金
、

注
射
済
票
、
交
付
手
数
料
を
含
め

て
五
千
二
百
円
。

当
日
は
、
犬
の
首
輪
は
抜
け
な

い
物
を
使
い
、
し
っ
か
り
と
押
さ

え
ら
れ
る
方
が
連
れ
て
来
て
い
た

だ
き
た
い
。

ま
た
、
実
施
日
に
受
け
ら
れ
な

ふ
と
ん
、
ハ
イ
チ
ェ
ア
l
、
F
供
用
自

転
車
、
台
所
用
テ
ー
ブ
ル
と
い
す
2

側
、
食
卓
用
予
供
い
す
、
応
接
セ
ッ

ト
、
リ
ビ
ン
グ
ボ
1
ド
、
テ
レ
ビ
、
ワ

ー
プ
ロ
、
従
気
力
1

ヘ
ッ
ト

(2
任

問
)
、
白
紙
必

(町
内
勺
以
上
)、
子
動
編

み
機
(
太
糸
則
)、
コ
l
ド
レ
ス
包
括

機
、
老
人
用
予
押
し
事

(四
愉
)

午
後

一

健

康

ひ

と

く

ち

メ

モ

疾
患
、
貧
血
と
続
い
て
い
る
。

一

凡什
V
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「
検
診
は
受
け
た
こ
と
が
な

・

〉
玖
¥}
い
か
削

J
い
け
れ
ど
、
ど
こ
も
具
合
が
悪
E

E
Rザコ
豆

一一
一

く
な
い
か
ら
心
配
な
い
」
と
恩
噌

{
同
寸
，
V
仁
八
』
率
一ニ

っ
て
い
る
方
は
い
な
い
だ
ろ
う

'

抗
菌
ヲ
ム
ノ
カ。成

人
病
は
年
を
と
っ
て
急
に
.一

健

康

診

断

発
病
す
る
も
の
で
な
く
、
若
い

一

市
で
は
四
十
歳
以
上
の
方
を

年
代
か
ら
既
に
忍
び
寄
っ
て
い
・

一
対
象
に
基
本
健
康
斡
査
を
行
つ
る
も
の
。
い
つ
ま
で
も
健
康
な

い

い
て
い
る
が
、
平
成
=
一年
度
に
齢
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
若
い
'

J

査
を
受
貯
た
方
(
一
万
三
千
三

こ
ろ
か
ら
病
気
を
予
防
し
た
・

中
百
五
十
三
人
)
の
中
で
、

約
四
り
、
早
期
に
発
見
し
て
治
療
し

・

・
五
軒
の
方
(
六
千
百
四
十

一

た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

'

・
人
)
が
初
め
て
病
気
が
発
見
さ
る
。

・
れ
て
い
る

。

務

本

健

康

診

査

は

年

一
回、

こ
の
中
で
一
番
多
か
っ
た
病
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

一

…
気
は
高
脂
血
症
で
、
次
い
で
肝
る
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
を
。

マ
定
員
百
四
十
人
(
先
治
順
)
一
育
児
、
お
勤
め
な
ど
で
暮
ら
し
に

マ
申
込
先
地
域
づ
く
り
幌
市
民
一
関
す
る
知
識
や
、
情
報
室
T
分
に

生
活
係
(
内
線
二
六
=
一)
一
得
る
機
会
の
少
な
い
方
の
た
め

に
、
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て
家
庭
で

学
習
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
開
設

し
て
い
る
も
の
。

テ
キ
ス
ト
は
五
科
目
の
中
か
ら

ニ
科
目
選
ん
で
、
学
習
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
。
お
申
し
込
み

を。マ
学
習
期
間

7
月
1
9月

マ
テ
キ
ス
ト
①
消
費
者
問
題
入

門
②
購
入
と
選
択
③
食
品
と

食
生
活
@
品
齢
化
社
会
の
生
活

設
計
⑤
家
庭
用
品

マ
定
日
目
歳
以
上
の
方
印
人

(
袋
詰
)

マ
受
講
料
無
料

マ
申
込
先
地
域
づ
く
り
謀
市
民

生
活
係
(
内
線
二
六
三
)

通
信
講
座
開
く

地
域
づ
く
り
腺
で
は
、
消
費
生

活
通
信
制
座
を
聞
く
。

こ
の
講
座
は
、
毎
日
の
家
事
、

い
と
き
や
、
九
十
一
日
未
満
の
犬

が
九
十
一
日
に
な
っ
た
と
き
は
、

必
ず
開
業
医
で
予
防
注
射
を
。

な
お
、
飼
い
犬
が
死
亡
し
た

り、

飼
い
犬
を
樋
渡
し
た
り
し
た

と
き
は
、
環
境
衛
生
管
理
課
管
理

第
1
係
(
内
線
二
四
O
)
に
ご
連

絡
を
。生活関連物資価格調査表

消資生活モニター30人による 3月分の平均価格

。目。 u 線 裕 小う，'CJ.苫 スーパー

合 成洗剤 1.5kg(無リン) 730円 751門
ザ ラダ布11 1 kg(ポリ入) 459門 464円
しょうゆ 1 t(パック) 293円 300門

ペトイーレパッート 65m (12例) 454内 431 円

豚
肉卵 100g (モモ肉) 148門 147円

鶏 Ml0例(パック) 181内 165円
さ

" 
100g(切り身} 210円 231円

じゃがいも 1 kg(男傍) 203門 230円
ほうれん京 l杷 111円 149p:j 
み そ Ikg(赤みそ袋入) 354円 397円
砂 事E 1 kg(上自踏) 243円 241円
食パン I斤 169門 163円
j;J 首相 18t (配達) 964門
ガ ソリン 1 t(現金) 119門

サークル募集カルチャースユ
青年ガ趣昧や事実養を高めるための

「学習と仲間づくりの広場J@ リー夕、ー 養成コース
・内容 教授制施、七夕クリーン消約、他!.C.!:の

青年と交流、スポーツ等

・定員と期間 100人 5月~翌翌年 2月 ιでj ぞ

. 力ルチャーコース 4午、)'
・内容 料理童、英会話を各 6[OJシリーズで学ぶ ぶF閣官

・ 定員と期間 35人間~7 月 r{嗣守国冷ム
※いずれも毎週木l舵日午後 6 時30分~8f時30分 可~ ~正主主

⑨資格 市内在住、在勤、在学のり年男女で18 揃塾語気 管勘当9.-"...---=--5-;:ll 
権力、ら30.歳までの未婚の7刊誌校生を除。 降三~;=\ 手主主Yð'~

⑨ 申し込み 4 月 30日までに本人がil'l:接背少年 /Cs，蓮萄5ヲ~ 7?ーで坦~空?;?
E探采へ。 受付は午1前狗9時から午後 6"時寺3ω0分まで Lふ仏υ-三J、:::己己:::::午 -三-三...苧:χ:日日日:午次:三日:
(臼曜日は午後 1時まで。 月l附仰臼休館) 佐作悦::主::滋:.:咋H託誌舵白日日目絞:::;:三漆:1芯~{主来1FE.i;:;芯目;:5::;滑:三.'三'.芯訟Jλ.滋\tktt

アルフレッド・ハウゼタンコ".-ケストラ
5 月 19 日~J<)午後 6時30分間演
市民センターホール

恕宝芝、ラ・クンパルシー夕、

パラのタンゴ

・入場料 S~胃 4.000円、 A席 3.500円

※ A席 は市民センターのみ発売

【前売 所】 市民センタ 一、チケットぴ

あ、花水 密底、ヤンレイ レコード、稲元

鐙楽器底、サクラ0/苫本1苫

・問い合わせ市民センター

包括32-2235

自-幽



(8) 平成5年 4月 15日

城
山
ダ
ム
管
理
演
習

城
山
ダ
ム
で
は
、
ダ
ム
放
流
に
よ

る
災
害
を
来
然
に
防
ぐ
た
め
の
ダ
ム

管
理
演
習
を
行
う
。
当
日
は
、
ダ
ム

か
ら
の
放
流
は
行
わ
な
い
の
で
、
お

間
違
い
の
な
い
よ
う
に
。

マ
災
施
日
5
月
刊
臼
(
月
)
午
前

泌
時

ω分
1
午
後
4
時

マ
場
所
城
山
ダ
ム
'
E
相
模
川
河
口

マ
訓
練
内
容
①
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

②
匂
光
袋
-
m
の
点
灯
③
赤
色
回
転

灯
の
点
灯
③
岨
官
報
車
に
よ
る
巡
回

放
送

マ
問
い
合
わ
せ
先
日
椙
山
ダ
ム
管
理

事
務
所
(
電
話
O
回
二
七
l
m
l
二

八
三
ご

中
小
企
業
に
融
資
を

市
で
は
、
不
況
対
策
の

一
環
と
し

て
、
中
小
企
業
融
資
制
度
を
大
幅
に

改
正
(
①
融
資
限
度
額
の
引
き
上
げ

②
利
率
の
引
き
下
げ
③
返
済
期
間

の
延
長
③
取
り
扱
い
金
融
機
関
の

追
加
)
ず
る
。
詳
し
く
は
、
工
業
労

副
問

広報ひら・っか

平
塚
に
美
術
館

が
で
き
、
多
く
の

方
が
熱
心
に
美
術
品
を
見
て
い

ニ

ま
す
。
年
間
ど
の
く
ら
い
の
人

=

が
入
館
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

-一

か
。
ま
た
、
身
近
な
場
所
で
美

一
術
品
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と

=

思
い
ま
す
が
、
市
民
の
希
盟
す

=

る
展
覧
会
を
企
画
し
て
も
ら
え

一
る
の
で
し
ょ
う
か
。

(
老
松
町
赤
塚
リ
サ
子
さ
ん
)

た
桁
抽
出
ま
、

-

お
答
え

i
f
E
l

-
-
o
「
湘
南
の
美
術

・

=

光
」
を
メ
イ
ン
テ
l
マ
に
平
成

一

三
年
三
月
に
開
館
し
、
平
塚
を

一
中
心
と
す
る
湘
南
に
ゆ
か
り
の

一一
あ
る
作
品
の
収
集
と
展
示
、
国

=

内
外
の
優
れ
た
近
現
代
美
術
作

一

口
聞
を
鑑
賞
で
き
る
企
画
展
の
ほ

一

か
、
開
演
会
や
講
座
な
ど
を
闘

い
て
い
ま
す
。

-

平
成
四
年
度
は
、
「
竹
久
夢

戸

ニ
展
」
、
「
田
中
真
洲
回
顧
展
」

第 501号

政
線
工
祭
係
(
内
線
五
五
O
)
に
お

尋
ね
を
。

-セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

市
民
セ
ン
タ
ー

(
電
話
幻
l
一
一
二

三
五
)
で
は
、
3
階
会
験
室
の
空
調

出
世
改
修
工
明
ゅ
の
た
め
、
m
月
l
B
か

ら
れ
臼
ま
で
大

・
中

・
小
会
議
室
と

和
室
が
利
用
で
き
な
く
な
る
。

-届
け
出
面
積
変
わ
る
一

公
有
地
の
鉱
大
の
惟
進
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
宮
、
県
内
の
郎
市
計
画

施
設
の
区
織
内
に
お
い
て
上
地
売
買

の
際
に
届
け
出
が
必
要
、
ま
た
は
買

い
取
り
申
し
出
の
で
き
る
鍛
小
面
積

が
5
月
1
B
よ
り
二
百
平
方
幻
か
ら

百
平
方
針
に
引
嘗
下
げ
ら
れ
る
。
詳

し
く
は
、
開
発
指
湯
川
開
土
地
利
用
澗

整
係
(
内
線
五
六
八
)
に
お
四
時
ね

を。一学

校

内

を

一

一

般

公

開

県
立
平
康
治
綬
専
門
学
校
で
は
、

「沼
畿
の
目
」
記
念
と
し
て
学
校
を

一
般
公
開
す
る
。
(
綴
訪
町
m
l
U
)

マ
日
時
5
月
8
日
(
土
)
午
後
1

時
5
4時
初
分

マ
内
容
①
実
例
悦
縦
四
酬
明
白
{
洗
鑓

な
ど
)
②
学
生
と
跨
ろ
う
③
学

習
内
容
の
説
明
③
ビ
デ
オ
紋
映

美術館の入館者は

4年度は184，000人

企画展の希望は

実現可能なものから

な
ど
八
回
の
企
画
展
を
聞
き
、

約
十
八
万
四
千
人
が
入
館
さ
れ

ま
し
た
。

⑤
計
測
コ
ー
ナ
ー
⑥
勝
目
開
会
「
エ

イ
ズ
に
つ
い
て
」

締
飾
償
浜
市

衛
生
研
究
所
長
鳥
羽
和
沼
氏

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
君
臨
晴
専
門
学

校
(
包
括
犯
l
三
五
三
三
)

身
障
者
更
生
相
談
が

身
体
陣
笹
省
補
装
具
相
談
会
が
聞

か
れ
る
。

マ
相
談
日

・
献
血
形
ブ
ロ
ッ
ク

4
月
初
日

(
月
)
、
5
月
M
白
(
月
)

-
耳
ぬ
科

5
月
四
日
(
水
)

※
受
付
時
間
午
後
1
時
1
2
時

マ
会
場
福
祉
会
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
障
害
福
祉
課
障

巾
占
領
祉
係
(
内
線
一
一
一
一

一
)

軽
飲
食
庖
舗
を
募
集

湘
南
ひ
ら
つ
か
ピ
ー
チ
パ
l
ク
実

行
委
員
会
で
は
、
ピ
ー
チ
パ

1
ク
に

出
庖
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
す

る。マ
期
間

7
月
初
白
(
火
}
1
8
月

hu
目
(
火
)

マ
場
所
湘
南
ひ
ら
つ
か
ピ
1
チ
パ

ー
ク
(
平
塚
海
岸
)

マ
世
帯
集
庖
舗
経
飲
食
宛
応
2
庖

舗
(
選
考
}

マ
応
募
資
話
個
人
、
法
人
ま
た
は

組
合
で
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

マ
徒
出
世
世
傾
①
営
哨
持
参
加
等
申
込

州
首
②
登
記
簿
脚
本

(倒
人
は
身
分

証
明
書
)
③
印
鑑
証
明
笛
③
納

税
証
明
書

マ
申
込
方
法

・
期
間
5
月
6
日
(
木
)

S
M
臼

(
金
)

・
場
所
河
川
下
水
道
部
水
政
課

(
内
線
六
三
三
)

一ハ
イ
キ
ン
グ
し
ょ
う

ゆ
る
ぎ
地
区
務
備
継
進
袋
員
会
事

務
局

(旬
結
日
l
O
六
六
七
)
で

は
、
吉
沢
地
区
へ
ハ
イ
キ
ン
グ
に
訪

れ
た
方
に
花
の
苗
を
配
布
す
る
。

マ
期
間
5
月
1
B
(
土
)
1
3
臼

(祝
)

-
時
間
午
前
ω
時
1
午
後
3
時

マ
会
湯
湖
南
ゆ
る
ぎ
台
前
F

務
所

(
松
岩
寺
パ
ス
停
隣
)

マ
内
容
①
花
の
首
配
布
(
先
省
三

百
人
)
②
自
然
ふ
れ
あ
い
ク
イ
ズ

(
先
着
二
百
人
記
念
品
)

湘
南
公
開
セ
ミ
ナ
ー

マ前マ日寺マ
:I1IJ己会 1 日
師念場 6 s寺

釦l B寺
フ東 454 
lt tnJ分用
ト大 30

三高史
l 雨金
ナ校)

5月 9日まで浮世絵百年の名作展を開催中 リ 合 午
ス内後

二 二lト 怯 5 

企
画
展
に
つ
い
て
は
、
随
時

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
っ
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
要
望
を

お
聞
き
し
て
、
実
現
可
能
な
も

の
か
ら
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

今
年
度
は
、
「
浮
世
絵
百
年

の
名
作
展
(
開
催
中
)
」
、
「
ボ

ロ
l
ニ
ャ
悶
際
絵
本
原
画
展
」

一

な
ど
の
企
画
展
を
聞
い
て
い
き

一

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

一一

さ

い

。

(

美

術

館

)

一一

※
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望
は

=

お
気
軽
に
広
報
広
聴
郡
広
聴
担

当
(
内
線
三
五
五
)
に
お
寄
せ

二

く
だ
さ
い
。

=

広
河
殴

一
氏

マ
テ
ー
マ
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
其

災マ
問
い
合
わ
せ
先
東
海
大
学
湘
衛

公
開
セ
ミ
ナ
ー
委
円
以
会
(
電
話
路
l

一
一
一
一
一
)

郵
便
局
が
開
局

m年

平
岡
部
郵
便
局
で
は
、
閥
均
百
二
十

周
年
記
念
日
開
を
聞
く
。

マ
白
血
悼

4
月
幻
自
(
水
)
4
3
M
日

(
土
)

マ
会
犠
平
田
叩
局
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ル
1
ム
(4
階
)

マ
記
念
行
事
①
絵
切
手
段
②
街

並
ギ
ャ
ラ
リ
ー
作
品
展
③
絵
切
手

教
室
(
M
臼
)
@
簡
保
融
資
施
設

パ
ス
見
学
会
(
M
目
、
午
m
ω
時
抽
出

合
)
、
総
合
公
闘
、
犬
神
環
成
衛
生

セ
ン
タ
ー
ほ
か
、
先
月
制
別
人

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
田
部
郵
便
局
保

険
課
(
篭
話
お
|
一
一
一
O五
)

ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

・
ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

(
安
田
信

託
銀
行
、
新
日
本
証
券
、
山
一
証

券
、
一
ニ
菱
銀
行
の
各
ギ
ャ
ラ
リ
ー
)

{ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
袋
員
会
作

品
展
}

4
月
6
日
(
火
)
S
U
日

{
月
)

{
平
山
場

g
真
連
盟
写
真
展
}
4
月
初

日
(
火
)
1
5
月
刊
日
(
月
)

園
芸
教
室
を
開
く

マ
日
時
5
月
M
日
{
金
)
午
前
9

時
ω
分
t
U
時
初
分

マ
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南
口
)

マ
講
師
園
芸
評
論
家
葵
沼
勇
氏

マ
内
容
観
葉
掛
川
物
の
管
理
と
精
や

し
方

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湖
南
幽
苔
柑

一

駁
セ
ン
タ
ー
(
電
話
幻
l
O
五
九

一

一一一
)

一

劇

団

昂

の

公

演

会

が

紛
劇
同
好
会
で
は
、
劇
団
仰
の
公

抑
制
会
を
聞
く
。

マ
日
時
5
月
mu
日
(
土
)
午
後
6

時
初
分
開
演

マ
会
場
中
央
公
民
館
大
ホ
l
ル

マ
淡
町
岨
ア
ル
ジ
ャ
l
ノ
ン
に
花
束

をマ
入
場
料
金
三
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
社
会
教
育
課
社

会
教

η係
(
内
線
五
二
四
)

歌
会
始
め
に
詠
進
を

g
内
庁
で
は
、
平
成
6
年
歌
会
始

め
の
鉱
進
歌
を
募
集
す
る
。

マ
題

「波」

マ
詠
巡
要
領
①
自
作
の
歌
で
1
人

l
u
と
し
、
未
発
表
の
も
の
②
用

紙
は
半
紙
と
し
、
毛
鍍
で
宿
く
③

代
怨
の
場
合
は
代
悠
の
理
由
、
代
策

者
の
住
所
、
氏
名
を
添
え
る
③
書

式
は
半
紙
を
続
長
に
使
い
、
右
半
分

に
題
と
歌
、
左
半
分
に
郵
便
事
由
号
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
を

記
入
す
る

マ
応
募
期
限

9
月
初
日
(
木
)

マ
応
募
先
一
T
m
東
京
都
千
代
田
区

1
1
1
宮
内
庁

未
就
業
看
護
婦
研
修

未
就
業
宥
復
帰
(
土
)
で
、
今
後

就
業
を
希
塑
す
る
方
を
対
象
と
し
た

研
修
会
が
関
か
れ
る
。

マ
日
程

7
月
5
臼
(
月
)
39
臼

(
金
)
、
会
5
臼
間

-
時
間
午
前
9
時
初
分
S
午
後
4

時マ
会
場
湘
南
右
護
専
門
学
校
(
藤

沢
市
鎗
沼
一二

六
八
)

マ
資
料
代

二
千
円

マ
申
込
期
限

6
月
時
臼
(
金
)

申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
白
衣
の

す
イ
ズ
、
所
持
免
訴
の
極
煩
、
離
職

年
数
を
記
入
の
う
え
、
一
T
m
麟
沢
市

朝
日
町
1
1
1
ナ
1
ス
セ
ン
タ
ー

藤
沢
支
所
{
旬
結
O
四
六
六
1
m
|

六
二
ハ
四
)
へ
。

!
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社
会
衛
祉
基
金
は
、
地
繊
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
助
成
な
ど
に
使
わ
れ

る
。
ご
協
力
そ
。

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
衛
祉
協
輔
副

会
(
篭
穏
お
l
一
一
三
三
=
一
)
へ
。

マ
社
会
福
祉
基
金
へ
-
U
人
会

一千
円
、
脅
少
年
会
館
一
万
七
千

四
百
三
十
円
、
相
図
百
代

一
千
二

百
一
円
、
グ
リ
ー
ン
サ
ウ
ナ
三
千

二
百
五
十
六
円
、
平
爆
商
工
会
議
所

婦
人
会

二
十
五
万
円
、
小
鍋
島
葉

月
会
五
万
六
千
九
百
八
十
九
門
、

港
区
芸
品
祉
協
議
会
四
千
九

十
二
円
、
抽
出
地
区
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

実
行
袋
員
会

一
万
七
百
七
十
一

門、

渡
辺
俊
子
五
万
円
、

一m
酬
を
照
ら

す
運
動
神
祭
川
地
方
本
部
五
十
万

円
、
元
土
沢
村
山
M

支
会
=
万
八
千

三
十
五
円
、
金
百
四R
H会
迎
合
会

二
万
五
千
円
、
松
阪
公
民
館
ま
つ
り

実
行
安
員
会
四
万
三
千
二
百
二
十

二
円
、
八
幡
生
活
学
校
二
万
門
、

石
田
公
昭
三
万
円
、
花
水
地
区
南

部
長
寿
会
七
千
九
百
三
十
四
円
、

な
で
し
こ
幼
維
閥
年
長
組

一
同

五

千
二
百
+
五
問
、
長
谷
川
京
チ

・
成

田
昇

・
匿

名

各

一
万
円
、
八
薬

会
・
吉
沢
手
芸
ク
ラ
ブ

・
お
士
見
地

区
美
化
推
進
委
員
会
各
五
千
円
、

悲
の
会
・

ニ
之
宮
昭
治
各
三
千
円

マ
児
宣
福
祉
へ
・

富
士
見
地
区
ご

み
減
量
化
縄
問
人
の
会
一
万
六
千
二

百
十
門

妥

遺

児
へ

・
交
通
安
全
協
会

勝
原
支
部
・
山
下
支
部

二
万
四
千

五
百
十
四
門
、
大
砲
繍
栄
三
万
五

千
円
、
交
通
安
全
協
会
吉
沢
支
部
母

の
会
九
千
九
百
三
十
四
円

y
金

¥

、

れ

院

や
A
ぺ

峰

、ム一、一avb悶

ス

必
ゐ

W
Lゐ
守
干
4

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
は
、
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
講
習
会
、
ス
ポ
ー
ツ
団

体
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
使
わ
れ

る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
綴
興

財
団
(
平
縁
球
場
内

・
電
話
お
l
o

一
O
一
一
)
へ
。

マ
ス
ポ
ー
ツ
銀
興
基
金
へ

・
石
井

フ
ジ
一
万
円
、
神
祭
川
馴
練
士

会
・
住
崎
品
川
各
三
万
円

敬称略

み
ど
り
基
金
は
、
緑
化
団
体
の
助

成
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
園
課

み
ど
り
推
進
係
(
内
線
四
二
五
)

へ。マ
み
ど
り
基
金
へ
・
松
原
公
民
館

ま
つ
り
実
行
香
員
会
一
万
四
千
五

百
十
円
、
ブ
リ
メ
l
ラ
平
爆
自
治
会

三
千
百
六
十
円
、
基
金
募
金
箱
二

万
八
百
三
+
八
円

緑

う}与
せ
ん

樹
木
を
斡
(
あ
っ
)
旋
し
て
い

る
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
み
ど
り
公

園
保
み
ど
り
推
進
係
(
内
線
四
二

五
)
へ
。

マ
お
織
り
す
る
樹
木

黒
松
(
樹
高

3
灯
、
-
本
)
、
つ
げ
(
樹
高
2

M

川、

1
本
)

。日程

4月29臼

(祝)・ 30臼

{金) ・5月

1日 ( 土 ) 平

塚市総合公

図、 5月 6日

{木)・ 8日

(土)紅谷パ

ールロード ※時間はいずれも10時-15時30分

。ご協力ありがとうございました (3月)
一敬称略一

三 協化学、 日産司王体、 三 菱樹脂、日郷ユニバーサ

ル、高周波熱錬、三共、三共化成工業、マイルス三

共、三和ケミカル、モダ ンプラスチック工業(以上

団体のみ)
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い
し
ぼ
と
け

も

の

が

た

応
仏
物
語
り
シ
リ
ー
ズ
困

『

-
h
・・
4
圃

~

-

h

・圃・・
4

.

バ
洛

amveo

け

っ

か

い

せ

き

結

界

石

各
地
の
寺
院
を
参
拝
す
る
と
、
寺
、

城
所
・

浄
心
寺
、
盛
田
宮

目
別
に
「
不
許
鷲
酒
入
山
門
」
と
下
・
大
智
寺
、
鐙
田
打
間
木

・
慈

刻
ま
れ
た
石
港
が
あ
る
の
を
自
に
眼
寺
、

岡
崎
・

満
願
寺
、
同
・
柴

す

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

雲

寺

、

入

野
・

福
田
寺
、
広
川

・

「
賀
酒
(
く
ん
し
ゅ
)
山
門
に
善
福
寺
、
片
岡
・

龍

源

寺
、
真

入
る
を
許
さ
ず
」
と
読
み
、
意
味
田

・
天
徳
寺
、
下
吉
沢

・
松
岩
寺

は
、
山
門
内
つ
ま
り
寺
院
の
領
域
の
十
二
か
寺
で
、
す
べ
て
が
禅
宗

で
は
寧
酒
を
祭
ず
る
、
さ
ら
に
寧
の
曹
洞
宗
で
す
。

酒
を
帯
び
て
山
門
内
に
入
る
の
を
こ
れ
ら
の
う
ち
十
一
基
に
年
代

禁
ず
る
と
い
う
も
の
で
す
。
が
刻
ま
れ
て
い
て
、
大
智
寺
の
宝

「
箪
」
は
、
臭
気
の
強
い
ニ
ラ
と

永

二
年
(
一
七

O
五
)
の
熔
が
最

か
ニ
ン
ニ
ク
、
ネ
ギ
、
刺
激
物
の
も
古
く
、
松
岩
寺
山
門
の
文
化
三

カ

ラ

シ

な

ど

の

こ

と

で

す

。

年

(

一
八

O
六
)
の
潜
ま
で
の
問

仏
教
の
思
想
に
よ
っ
て
、
軍
と
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
宝
永
二

酒
を
禁
じ
た
り
、
こ
れ
ら
を
飲
食
年
に
次
ぐ
の
が
宝
暦
三

年

二

七

し
て
山
門
に
入
る
の
を
禁
じ
た
り
五
三
)
の
慈
眼
寺
の
培
、
同
八
年

す
る
わ
け
で
、
山
門
内
に
は
、
俗
の
砲
郡
守
の
俗
、
同
九
年
の
替
相

世
間
と
は
違
う
特
別
な
場
で
あ
る
寺
の
浴
と
な
っ
て
い
て
、
八
基
が

松
岩
寺
の
結
界
石

(文
化
3
年
)

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
結
界
石
一
七

0
0年
代
の
後
半
に
集
中
し

と
い
う
名
称
は
、
こ
う
し
た
意
味
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
十
八
世
紀

に

基

づ

い

て

い

ま

す

。

の

後

半

に

曹

洞

宗

寺

院

で

結

界

石

「
不
許
鷲
酒
入
山
門
」
と
刻
ん
を
建
て
る
の
が
流
行
し
た
こ
と
が

だ
嬉
を
調
べ
て
い
く
と
、
車
内
に
わ
か
り
ま
す
。

は
十
二
基
あ
り
、
特
色
と
し
て
ニ
搭
に
刻
ま
れ
た
銘
文
を
み
て
い

つ
の
こ
と
が
指
摘
で
き
ま
す
。
く
と
、
慈
眼
寺
の
第
に
は
「
殺
生

一
つ
は
、
こ
の
石
港
は
禅
宗
寺
禁
制
」
と
あ
っ
て
、
山
門
内
で
の

院
に
建
て
ら
れ
て
い
て
、
ほ
か
の
殺
生
も
禁
じ
、
興
淵
寺
の
繕
に
は

宗
旨
で
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
。
そ
「
若
者
中
」
が
建
て
た
こ
と
と
あ

し
て
、
も
う

一
つ
は
、
建
て
ら
れ
り
ま
す
。
ま
た
、
松
岩
寺
の
塔
に

た
年
代
が

一
七

0
0年
代
の
初
め
は

「助

力

金

壱

両

寺

坂

邑

鈴

か
ら

一
八

0
0年
代
初
め
に
か
け
木
与
右
衛
門
」
と
刻
ま
れ
、
寺
坂

て
の
、
ほ
ほ
百
年
聞
に
限
ら
れ
て
(
大
磯
町
)
の
鈴
木
与
布
衛
門
が

い
る
こ
と
で
す
。

一

両

を

寄

付

し

て

建

て

た

こ

と

が

建
立
寺
院
を
あ
げ
る
と
、
大
わ
か
り
ま
す
。

島

・
宗
主
寸
、
小
鍋
島

・
興
淵
(
隠
物
館
主
倖
孟
古
田
H
小
川
直
之
)


